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歴
史
上
の
人
物
の
商
標
登
録
は
、
大

正
時
代
か
ら
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
岐

阜
市
で
は
「
織
田
信
長
」
を
酒
蔵
会
社

が
登
録
し
、
こ
う
し
た
商
標
を
う
ま
く

地
域
お
こ
し
に
役
立
て
て
い
る
例
も
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
萩
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
宮
城
県
の
会
社
が
申
請
し
、
そ
の
権

利
を
引
き
継
い
だ
東
京
の
会
社
が
、
平

成
19
年
11
月「
吉
田
松
陰
」「
高
杉
晋
作
」

「
桂
小
五
郎
」
の
名
前
を
商
標
登
録
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
萩
市
は
、
平
成
20
年
２

特
許
庁
が
歴
史
上
著
名
な
人
物
の

商
標
登
録
の
取
消
を
決
定

月
、
特
許
庁
に
「
歴
史
上
の
著
名
な
人

物
名
の
商
標
登
録
に
つ
い
て
は
、
独
占

排
他
的
に
そ
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と

自
体
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
」
と

し
て
異
議
申
立
て
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
１
月
中
旬
に
特
許

庁
か
ら
、
こ
れ
ら
の
商
標
登
録
を
取
り

消
す
決
定
が
あ
り
ま
し
た
。

　

取
消
決
定
の
理
由
は
、「
商
標
登
録

さ
れ
た
「
吉
田
松
陰
」
を
は
じ
め
歴
史

上
著
名
な
人
物
と
出
願
人
の
関
係
が
認

め
ら
れ
ず
、
そ
の
商
標
登
録
を
認
め
る

こ
と
は
、
地
域
の
観
光
振
興
な
ど
公
益

的
な
施
策
の
遂
行
を
阻
害
し
社
会
公
共

の
利
益
に
反
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

特
許
庁
で
は
、
歴
史
上
著
名
な
人
物

名
の
商
標
登
録
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

以
前
か
ら
苦
慮
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
た
び
の
萩
市
の
異
議
申
立
て
が
契

機
と
な
っ
て
、
昨
年
10
月
に
新
た
な
基

準
を
定
め
ま
し
た
。

　

歴
史
上
の
人
物
は
み
ん
な
の
財
産
で

独
占
的
な
使
用
を
認
め
ら
れ
な
い
と
し

た
こ
と
で
、こ
の
商
標
登
録
問
題
に
つ

い
て
は
、一
定
の
決
着
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
４
３
９
）

石川さんと故・守永洋子さん（写真）

吉田松陰 高杉晋作 桂小五郎

（
広
島
市
在
住  

87
歳
）

石
川 

幸さ

ち

こ子
さ
ん

合
併
後
初
の
萩
市
名
誉
市
民

　

平
成
17
年
３
月
６
日
に
１
市
２
町
４

村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
萩
市
は
、
今

年
３
月
６
日
で
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
萩
市
民
館
で
開
催

し
た
萩
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
に

お
い
て
、
広
島
市
在
住
の
石
川
幸
子
さ

ん
に
、
名
誉
市
民
推
挙
状
と
名
誉
市
民

章
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
、
萩
市
の
人
材
育
成
や

教
育
振
興
の
た
め
、
平
成
６
、７
年
の

２
か
年
に
２
億
円
を
寄
付
さ
れ
、
萩
市

で
は
こ
れ
を
原
資
と
し
て
、
萩
市
大
学

進
学
奨
励
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
61
人
が
こ
の
奨
学
金
を

活
用
し
て
お
り
、
平
成
18
年
か
ら
中
学

生
を
対
象
と
し
た
長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
語
学
研
修
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

萩
市
名
誉
市
民
は
、
旧
市
町
村
時
代

を
含
め
13
人
目
で
、
合
併
後
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

　

石
川
さ
ん
は
、
旧
阿
東
町
（
現
山
口

市
）
出
身
。
昭
和
18（
１
９
４
３
）年
か

ら
40
年
間
に
わ
た
り
大
分
県
、
山
口
県
、

広
島
県
の
高
等
学
校
な
ど
で
教
員
を
務

め
ら
れ
、
県
立
広
島
国こ

く
た
い
じ

泰
寺
高
校
を
最

後
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年

に
赴
任
先
の
学
校
で
萩
市
出
身
の
守
永

洋よ
う
こ子

さ
ん
と
出
会
い
、
病
と
闘
い
な
が

ら
教
育
に
励
む
守
永
さ
ん
と
共
に
教
員

生
活
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

  

平
成
５
年
、
守
永
さ
ん
は
他
界
。
郷

里
を
愛
し
続
け
、
21
世
紀
を
担
う
有
望

な
人
材
の
育
成
を
願
わ
れ
て
い
た
守
永

さ
ん
の
遺
志
を
継
ぎ
、
守
永
さ
ん
の
故

郷
で
あ
る
萩
市
へ
、
平
成
６
年
に
現
金

１
億
円
、
平
成
７
年
に
も
現
金
１
億
円

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
10
年
、
教
育
振
興
基

金
と
し
て
現
金
５
０
０
万
円
、
平
成

13
年
に
教
育
文
化
振
興
の
た
め
、
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
一
式（
約
１
１
２
０
万
円

相
当
）を
萩
市
へ
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
功
績
か
ら
紺
綬
褒
章
を
４
回

受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
名
誉
市
民
に
推
挙
し
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
名
誉
市
民
章
を
い
た
だ
き

恐
縮
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
の
日
が
ご
ざ
い
ま
す
の
も
、
市

長
様
お
よ
び
市
の
方
々
の
温
か
い
ご

配
慮
と
当
市
ご
出
身
の
守
永
先
生
と
の

並
々
な
ら
ぬ
出
会
い
に
よ
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

先
生
は
、
慈
悲
の
心
深
く
、
至
誠
に

長
け
た
方
で
し
た
。
昭
和
39
年
、
乳
が

ん
の
手
術
後
、
同
居
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
生
活
の
中
で
、
私
を
育
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
亡
く
な
る
前
に

「
乳
飲
み
児
を
残
し
て
い
く
母
親
の
心

境
の
よ
う
で
し
た
。
あ
な
た
は
、
私
が

死
ん
で
も
守
り
と
お
す
」
と
言
葉
を
残

し
て
旅
立
た
れ
ま
し
た
が
、
今
で
も
先

生
の
魂
を
肌
で
感
じ
て
い
る
石
川
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
名
誉
市
民
章
は
、
先
生
と
一
緒

に
お
受
け
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
残
さ

れ
た
人
生
を
名
誉
あ
る
萩
市
民
の
一
人

と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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▽全国ロードショー  （期間は予定）
上映中〜5/7㈮

【東京都千代田区】有楽町スバル座（03·3212·2826）
5/8㈯〜

【岩手県盛岡市】盛岡ルミエール（019·625·7117）〜5/14 
【神奈川県小田原市】小田原コロナシネマワールド（0465·45·5671）〜5/21
【岐阜県大垣市】大垣コロナシネマワールド（0584·75·5671）〜5/21
【福井県福井市】福井コロナシネマワールド（0776·52·5671）〜5/21
【大阪府高槻市】高槻ロコ9シネマ（072·684·8088）〜未定
【広島県福山市】福山コロナシネマワールド（084·981·5073）〜5/21

5/15㈯〜5/28㈮
【山形県山形市】MOVIE ON やまがた（023·682·7222）
5/22㈯〜5/28㈮

【岡山県岡山市】シネマ・クレール（086·231·0019）
5/29㈯〜6/11㈮

【群馬県太田市】太田コロナシネマワールド（0276·25·0711）
【石川県金沢市】金沢コロナシネマワールド（076·266·5812）
6/12㈯〜6/25㈮

【長野県松本市】松本シネマライツ（0263·24·0122）
6/19㈯〜7/2㈮

【京都府京都市】京都シネマ（075·353·4723）
7/3㈯〜

【青森県つがる市】シネマヴィレッジ8・イオン柏（0173·27·5500）〜7/9
【長野県長野市】長野千石劇場（026·226·7665）〜7/16
7/17㈯〜7/30㈮

【新潟県新潟市】新潟・市民映画館シネ・ウインド（025·243·5530）

　

幕
末
の
思
想
家
、
吉
田
松
陰
先
生
の

野
山
獄
で
の
淡
い
恋
を
描
い
た
映
画

「
獄
に
咲
く
花
」
の
全
国
公
開
が
、
４

月
10
日
始
ま
り
ま
し
た
。
全
国
の
主
要

都
市
10
館
に
続
き
、
５
月
以
降
も
全
国

各
地
で
の
公
開
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
４
月
10
日
、
全
国
公
開
ス
タ
ー
ト

　

全
国
公
開
初
日
の
４
月
10
日
、
東
京

都
千
代
田
区
有
楽
町
の
「
有
楽
町
ス
バ

ル
座
」
で
は
、
出
演
者
の
舞
台
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
松
陰
役
の
前
田
倫み

ち
よ
し良

さ
ん
は

「
偉
大
な
人
物
像
と
し
て
で
な
く
、
青

春
を
駆
け
抜
け
た
一
人
の
若
者
と
し
て

伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い

で
演
じ
た
」
と
役
へ
の
取
り
組
み
を
披

露
し
ま
し
た
。

◆
口
コ
ミ
で
広
が
る
、
県
内
先
行
上
映

入
館
者
は
１
万
７
０
０
０
人

　

全
国
に
先
駆
け
２
月
か
ら
山
口
県
で

先
行
上
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
入
館
者
は

約
１
万
７
０
０
０
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

▼
直
木
賞
作
家
・
古
川
薫
の
名
著『
野の

や
ま山

獄ご
く

相そ
う
も
ん
し
ょ
う

聞
抄
』を
、
ベ
テ
ラ
ン
撮
影
監
督

で
、「
必
殺
始
末
人
」
で
監
督
デ
ビ
ュ
ー

し
た
石
原
興し

げ
るが

映
画
化
。
松
下
村
塾
を

主
宰
し
た
教
育
者
・
吉
田
松
陰
。
海
外

渡
航
を
企
て
投
獄
さ
れ
た
時
期
の
、
短

い
生
涯
で
た
だ
一
度
の
儚
い
恋
を
描
く
。

94
分

〈
キ
ャ
ス
ト
〉

近こ
の
え衛

は
な
（
高
須
久
）、前
田
倫み

ち
よ
し

良
（
吉

田
松
陰
）、
目
黒
祐
樹
（
福
川
犀
之
進
、

野
山
獄
の
監
視
役
）

　

現
在
、
ヒ
ッ
ト
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
龍
馬
伝
」。
視
聴
率
は
関
東
の

18
％
に
比
べ
、
山
口
県
で
は
28
％
と

10
％
も
高
く
。
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。
そ
の
坂
本
龍
馬
も
、
実
は
萩

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

■
龍
馬
、
松
陰
の
草
莽
崛
起
に
触
れ
る

　

文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
１
月
、
龍

馬
は
土
佐
勤
王
党
首
領
、
武た

け
ち市

半は
ん
ぺ
い
た

平
太

の
手
紙
を
久く

さ
か坂

玄げ
ん
ず
い

瑞
に
届
け
る
た
め
萩

に
９
日
間
滞
在
し
、
吉
田
松
陰
の
「
草そ

う

莽も
う

崛く
っ
き起

」
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
年
の
３
月
龍
馬
は
土
佐
を
脱
藩
し
、

薩
長
同
盟
、
大
政
奉
還
な
ど
、
歴
史
に

残
る
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。

▲有備館（明倫小学校内）
当時「西日本一」の教育施設と称されていた
藩校明倫館の槍剣道場。龍馬もここで剣を振
るったと言われ、今も当時のまま残っている

▲薩長土連合密議の処（松陰神社内）
薩摩の田上藤七、長州の久坂玄瑞、土佐の坂
本龍馬が日本の将来について語り合った場所。
当時、ここには龍馬が泊まった旅館があった

▲坂本龍馬肖像画（萩博物館蔵）
萩で久坂玄瑞から草莽崛起論
を聞かされた直後、土佐を脱
藩した坂本龍馬の肖像画

■
「
か
く
す
れ
ば
‥
」
松
陰
と
龍
馬

　

西
洋
文
明
を
知
ろ
う
と
し
た
松
陰

は
、
ア
メ
リ
カ
密
航
未
遂
事
件
を
起
こ

し
、
そ
の
心
境
を
「
か
く
す
れ
ば 

か

く
な
る
も
の
と 

し
り
な
が
ら 

や
む
に

や
ま
れ
ぬ 

大
和
魂
」
と
詠
み
ま
し
た
。

数
年
後
、
高
杉
晋
作
が
師
の
「
か
く
す

れ
ば
」
の
歌
を
大
声
で
吟
じ
る
と
、
酒

を
酌
み
交
わ
し
て
い
た
龍
馬
は
「
か
く

す
れ
ば 

か
く
な
る
も
の
と 

我
も
知
る 

な
ほ
止
む
べ
き
か 

大
和
魂
」
と
返
し

ま
し
た
。
松
陰
は
龍
馬
に
強
烈
な
印
象

を
残
し
て
い
た
の
で
す
。

◆
有
備
館
で
歴
史
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

普
段
は
非
公
開
の
有
備
館
で
、
萩
市

特
別
学
芸
員
の
一
坂
太
郎
が
龍
馬
と
萩

を
語
り
ま
す
。

▽
歴
史
ト
ー
ク
「
龍
馬
立
志
の
萩
」

▽
５
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）
午

後
２
時
〜 

▽
７
月
31
日
（
土
）・
８
月

７
日
（
土
）・
10
月
２
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
〜
、
午
後
２
時
〜

▽
有
備
館　

▽
20
人
（
当
日
30
分
前
か

ら
受
付
、
無
料
）

◆
有
備
館
の
特
別
公
開

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▲映画の舞台となった「野山獄跡」
◎まぁーるバス西回り、野山獄跡入口バス停下車、徒歩１分

松陰の映画
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❶
１
８
０
０
年
代
の
弘
法
寺
周
辺

（
浮
島
）

　

１
８
０
０
年
代
初
め
頃
の
城
下
町
絵

図
で
す
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
人
工
の
溝
川
で

あ
る
新
堀
川
が
１
６
８
０
年
代
に
、
同

じ
く
大
溝
（
藍
場
川
）
が
１
７
４
０
年

代
に
築
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て

萩
三
角
州
の
治
水
排
水
が
進
み
、
利
用

で
き
る
土
地
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

三
角
州
の
北
東
部
分
で
す
。
以
前
の

絵
図
で
は
、
松
本
川
か
ら
三
角
州
中

央
辺
り
に
か
け
て
入
江
状
の
湿
地
が
広

が
っ
て
い
た
場
所
に
、寺
院
（
弘
法
寺
）

を
中
心
に
広
い
土
地
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
一
帯
に
は
浮
島
と
い
う

地
名
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
土
地
に
刻

ま
れ
た
地
名
は
、
も
と
も
と
は
そ
の
辺

り
が
、
湿
地
の
中
に
、
ま
さ
に
浮
い
た

島
の
よ
う
に
存
在
し
た
中
州
で
あ
っ
た

歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

寺
院
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
土
地
は
、

そ
の
後
「
弘
法
寺
菜
園
」
と
呼
ば
れ
る

城
下
へ
の
野
菜
供
給
地
と
な
り
ま
し
た
。

❷
１
８
４
９
年
に
藩
校
明
倫
館

　

続
い
て
、
１
８
５
０
年
頃
に
描
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
城
下
町
絵
図
で
す
。

萩
三
角
州
の
形
は
、
現
在
、
私
た
ち
が

目
に
し
て
い
る
そ
れ
に
近
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
１
６
０
０
年
代
の
初

頭
に
始
ま
っ
た
城
下
町
の
整
備
が
、
ほ

ぼ
完
成
す
る
時
期
の
絵
図
と
い
え
ま
す
。

　

一
般
的
に
城
下
町
絵
図
で
は
、
侍
屋

敷
・
武
家
屋
敷
地
や
藩
の
施
設
が
、
白

色
、
ま
た
は
無
着
色
で
表
現
さ
れ
ま
す
。

白
地
の
一
画
一
画
が
一
軒
の
屋
敷
地
や

施
設
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
文
字
は
、

当
主
の
名
前
、
ま
た
は
施
設
の
名
称
に

な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、寺
院
や
神
社
は
赤
色
で

表
現
さ
れ
、町
人
地
は
町
単
位
で
一
色
に

塗
り
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
緑
色
に
表

現
さ
れ
て
い
る
の
は
農
地
や
農
家
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
白
く
表
現
さ
れ
た
箇
所

に
注
目
し
て
、
１
８
５
０
年
頃
の
絵
図

と
１
８
０
０
年
代
初
め
頃
の
絵
図
と
を

比
べ
て
み
て
下
さ
い
。

　

三
角
州
の
中
央
辺
り
に
、
ひ
と
き

わ
広
く
描
か
れ
た
白
い
区
画
が
目
に

留
ま
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
一
画
が
、

１
８
４
９
年
に
落
成
し
た
藩
校
の
「
明

倫
館
」
で
す
。
幕
末
期
、
文
武
を
奨
励

す
る
藩
の
方
針
で
拡
充
整
備
さ
れ
た
も

の
で
す
。
敷
地
の
面
積
は
、
１
万
５
千

坪
を
超
え
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
藩
校
明
倫
館
は
、
旧
三
の

丸
（
城
内
）
に
あ
り
、
そ
の
敷
地
は

１
千
坪
に
満
た
な
い
も
の
で
し
た
。
そ

れ
に
比
べ
る
と
、
新
し
い
明
倫
館
は
大

変
に
広
大
な
施
設
・
敷
地
で
、
藩
の
力

の
注
ぎ
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
拡
充
整
備
は
、
三
角
州

中
央
辺
り
に
、
造
成
・
開
発
が
で
き
る

低
湿
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
新
し
い
藩
校
を
整
備
す
る

に
あ
た
り
、
元
か
ら
の
武
家
屋
敷
地
や

城
下
町
は
壊
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

❸
菊
ヶ
浜
に
土
塁
（
女
台
場
）

　

萩
は
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
絵
図
を
、
今
も
地
図
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
「
ま
ち
」
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
城
下
町
が
大
き
く
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
城
下
町
が
ど
の
よ
う
に
形

成
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
前
号
に
続
い
て
お
さ
ら
い
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

２

1800 年代初め頃の城下町絵図

三角州北東部（部分）

１８５０年頃の城下町絵図 

藩校明倫館（部分）
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㊤
ー
萩
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち（
64
ペ
ー
ジ
）

㊦
ー
萩
を
舞
台
に
し
た
小
説
や
紀
行（
72
ペ
ー
ジ
）

　

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
の
城

下
町
絵
図
で
す
。
藩
庁
は
、
幕
末
の

１
８
６
３
年
に
山
口
に
移
っ
て
い
ま
す

し
、
明
治
維
新
の
後
で
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
正
確
に
は
城
下
町
絵
図
と
は
呼
べ

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

実
は
こ
の
絵
図
に
は
、
幕
末
期
の
萩

城
下
の
緊
張
が
伝
わ
っ
て
く
る
興
味
深

い
も
の
が
描
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
萩

三
角
州
北
部
の
浜
崎
か
ら
日
本
海
に
面

し
た
菊
ケ
浜
に
か
け
て
、
１
８
６
３
年

に
４
箇
所
設
け
ら
れ
た
土
塁
の
範
囲
が
、

緑
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
土
塁
は
、
構
築
に
あ
た
っ
て
城

下
の
老
若
男
女
が
工
事
に
あ
た
り
、
特

に
女
性
の
姿
が
目
を
ひ
い
た
こ
と
か
ら

「
女
台
場
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

❹
１
８
５
５
年
に
姥う
ば
く
ら倉
運
河

　

こ
こ
で
特
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
絵
図
右
上
部
、
松
本
川
河
口

辺
り
か
ら
東
（
右
方
向
）
に
延
び
る
水

路
で
す
。
こ
れ
が
、
１
８
５
５
年
に
開

削
竣
工
し
た
姥
倉
運
河
で
す
。

　

絵
図
か
ら
も
見
て
取
れ
ま
す
が
、
松

本
川
の
河
口
部
分
は
狭
く
な
っ
て
い
ま

す
。
水
深
も
浅
く
、
大
雨
の
出
水
時
に

は
、
せ
き
止
め
ら
れ
た
形
の
水
が
、
し

ば
し
ば
三
角
州
の
低
湿
地
に
浸
水
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
松
本
川
の
水
を
い
ち
早
く

日
本
海
へ
と
流
出
さ
せ
て
、
城
下
を
洪

水
か
ら
守
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
の
が

姥
倉
運
河
な
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
新
堀
川
、
大

溝
（
藍
場
川
）、
姥
倉
運
河
は
、
い
ず

れ
も
現
地
に
、
建
設
時
と
大
き
く
変
わ

る
こ
と
な
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
は
、
水
と
戦
い
、
水
と
共
生
し
て
き

た
城
下
町
の
歴
史
を
、
目
に
見
え
る
形

で
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
な
の
で
す
。

（
萩
博
物
館
統
括
学
芸
員　

清
水
満
幸
）

菊ケ浜土塁（絵図部分）

姥倉運河（絵図部分）

　

萩
は
風
光
明
媚
な
土
地
に
ひ
っ
そ
り

と
息
づ
く
歴
史
ロ
マ
ン
の
宝
庫
。
作
家

た
ち
が
こ
の
重
厚
な
歴
史
と
美
麗
な
自

然
の
萩
を
、
ど
の
よ
う
な
感
性
・
視
点

で
捉
え
、
描
い
て
い
る
か
。

　

上
巻
で
は
、
萩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
や
詩
人
・
歴
史
家
な
ど
12
人
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

①
吉
屋
信
子
と
蓮
池
院

②
中
原
中
也
と
『
冬
の
長
門
峡
』

③
永
松
定さ

だ
むと

『
萩
の
独こ

ま楽
廻
し
』

④
兼
常
清
佐
と『
ピ
ア
ニ
ス
ト
無
用
論
』

⑤
国
木
田
独
歩
と
萩

⑥
国
木
田
独
歩
と
冨
永
有
隣

⑦
井
上
剣
花
坊
と
『
川
柳
王
道
論
』

⑧
横
山
健
堂
と
長
州
・
萩

⑨
古
川
薫
と
歴
史
小
説
と
萩

⑩
赤
江
瀑ば

く

と
萩

⑪
一
坂
太
郎
と
高
杉
晋
作
（
書
き
下
ろ

し
）

⑫
楢
崎
勤
と
『
作
家
の
舞
台
裏
』

　

萩
は
歴
史
的
な
視
点
だ
け
で
捉
え
ら

れ
が
ち
だ
が
、
多
く
の
作
家
が
萩
を
題

材
に
書
く
な
ど
文
学
的
要
素
も
濃
い
。

　

下
巻
で
は
、
萩
を
旅
し
た
著
名
作
家

の
作
品
を
通
し
て
、「
歴
史
に
息
づ
く

ま
ち
・
萩
」
は
「
文
学
の
中
の
ま
ち
」

で
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。

①
中
野
重
吉
と
『
萩
の
も
ん
か
き
や
』

②
黒
井
千
次
と
『
素
顔
の
町
・
萩
』

③
高
樹
の
ぶ
子
と
『
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
』

④
瀬
戸
内
晴
美
（
寂
聴
）
と
『
萩
焼
と

白
壁
と
夏
ミ
カ
ン
の
町
』

⑤
立
原
正
秋
と
萩
・
長
門

⑥
沢
野
久
雄
の『
花
と
蜜
柑
と
萩
焼
と
』

⑦
『
防
長
三
人
旅
の
記
』
ー
河
上
徹
太

郎
・
三
好
達
治
・
井
伏
鱒
二

⑧
奈
良
本
辰
也
と
萩

⑨
大
宅
壮
一
と
『
見
果
て
ぬ
夢
の
町
』

⑩
小
田
実ま

こ
とと

『
維
新
の
聖
地
』

⑪
末
松
謙け

ん
ち
ょ
う

澄
・
堺
利
彦
と
長
州
の
こ

と
ど
も

⑫
佐
藤
朔
太
郎
と
『
萩
日
記
』

⑬
司
馬
遼
太
郎
と
長
州

⑭
そ
れ
ぞ
れ
の
萩　

ー
城
山
三
郎
・
南

條
範
夫
・
草
柳
大
蔵
・
戸
塚
文
子
・

斯し

ば波
四
郎
・
連

れ
ん
じ
ょ
う城

三
紀
彦
・
獅
子
文
六
・

永
井
龍
男
（
書
き
下
ろ
し
）

【
著
者
紹
介
】

高
木  

正ま
さ
の
り熙　

１
９
４
２
年
、
大
分
県

生
ま
れ
。
地
方
民
間
放
送
に
入
社
。
報

道
部
長
、
取
締
役
ラ
ジ
オ
局
長
、
取
締

役
テ
レ
ビ
局
長
等
を
歴
任
。
２
０
０
４

年
、
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
館
長
、
萩

博
物
館
館
長
に
就
任
。

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。

■
郵
送
で
の
購
入

萩
も
の
が
た
り
事
務
局
へ
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み

萩
市
広
報
課
内
萩
も
の
が
た
り
事
務
局

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
３
３
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
６
・
５
４
５
８
）

2010年
４月新刊

高
木
正ま

さ
の
り熙（

萩
博
物
館
館
長
）　

定
価
各
６
０
０
円（
税
込
）

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
好
評
連
載「
ふ
る
さ
と
文

学
散
歩
」（
06
年
３
月
〜
10
年
１
月
号
ま
で
24

回
）が
再
編
集
さ
れ
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー

ズ「
萩
も
の
が
た
り
」と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
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招
き
で
当
代
一
流
の
政
財
界
、
評
論
家

の
講
演
も
数
多
く
聴
か
せ
て
い
た
だ
い

た
。
個
々
に
名
は
挙
げ
な
い
が
秀
逸
な

話
も
多
く
あ
っ
た
。
と
も
に
首
相
に
な

る
前
の
麻
生
氏
、
鳩
山
氏
の
講
演
も
拝

聴
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
憶
え
て
い
な
い
。

こ
ち
ら
の
記
憶
力
に
大
き
な
問
題
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。

　

前
段
で
触
れ
た
内
容
の
詳
細
は
ほ
と

ん
ど
字
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い

わ
ゆ
る
オ
フ
レ
コ
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

は
語
ら
れ
な
い
も
の
。
内
輪
の
宴
席
や

茶
飲
み
話
に
は
最
適
。
い
つ
ま
で
東
京

勤
務
が
続
く
か
定
か
で
は
な
い
が
、
い

ず
れ
は
地
元
に
帰
る
日
が
来
る
。
口
頭

で
こ
っ
そ
り
情
報
提
供
す
る
の
も
地
方

新
聞
社
の
役
目
な
の
で
は
と
一
人
合
点

し
て
い
る
。

　

熊
谷
町
に
生
ま
れ
た
。
近
く
の
野
山

獄
、
向
か
い
合
わ
せ
の
岩
倉
獄
は
格
好

の
遊
び
場
。
不
謹
慎
に
も
、
碑
に
よ
じ

登
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
吉
田
松
陰
が

獄
に
繋
が
れ
て
い
た
場
所
だ
と
い
う
認

識
は
あ
っ
た
。
再
訪
し
て
み
る
と
生
家

は
取
り
壊
さ
れ
、
所
々
に
更
地
は
目
立

つ
も
の
の
、
街
並
み
の
趣
は
当
時
の
ま

ま
だ
。
お
気
に
入
り
の
蕎
麦
屋
「
ふ
じ

た
や
」
は
代
替
わ
り
し
て
も
往
時
の
ま

ま
の
姿
で
変
わ
ら
な
い
味
を
出
し
続
け

て
い
る
。

　

仕
事
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
わ
け
で

　

本
欄
へ
の
寄
稿
依
頼
文
に
は
「
全
国

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
萩
出
身
者
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
」
と
あ
り
、
参
考
の
た

め
に
送
っ
て
い
た
だ
い
た
既
刊
の
著
者

は
ま
さ
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
方
ば
か

り
だ
。
高
校
卒
業
後
、
志
高
く
故
郷
を

あ
と
に
し
、
功
成
し
遂
げ
故
郷
・
萩
を

懐
か
し
く
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
る
。
自

分
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
九
州
の
大
学

２
校
に
在
籍
、
ふ
ら
ふ
ら
し
た
長
い
青

春
を
謳
歌
、
最
初
に
勤
め
た
会
社
も
４

年
で
辞
め
、
最
た
る
目
的
も
な
く
今
の

会
社
に
拾
わ
れ
た
。
故
郷
を
離
れ
て
30

数
年
ま
で
は
い
い
が
、
活
躍
な
ど
と
い

う
言
葉
と
は
お
お
よ
そ
無
縁
。
家
族
を

美
祢
市
に
残
し
て
の
単
身
生
活
が
５
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
一
介
の
出
稼
ぎ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

望
ん
だ
東
京
勤
務
で
は
な
い
が
、
得

た
も
の
は
多
い
。
小
さ
な
地
方
紙
で
も

メ
デ
ィ
ア
と
い
う
も
の
は
正
当
な
理
由

と
目
的
が
あ
れ
ば
国
の
中
枢
部
に
踏
み

入
る
こ
と
が
で
き
る
。
霞
ヶ
関
や
国
会
、

首
相
官
邸
な
ど
こ
の
仕
事
を
し
て
い
な

け
れ
ば
一
生
拝
む
こ
と
の
な
い
光
景
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。
何
に
役
立
つ
わ

け
で
も
な
い
が
、
間
違
い
な
く
こ
こ
に

い
る
人
た
ち
が
国
を
動
か
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
実
感
が
わ
く
。
テ
レ
ビ
で
同

じ
光
景
を
眺
め
て
も
こ
の
感
覚
は
味
わ

え
な
い
。
通
信
社
や
新
聞
協
会
な
ど
の

山
口
新
聞 

東
京
支
社
長

溝
口 

仁ひ

と

し志
さ
ん

（
萩
市
熊
谷
町
出
身
、千
葉
県
在
住
、49
歳
）

萩
高
校 

昭
和
54
年
卒
業

は
な
い
が
、
生
活
の
軸
は
家
族
が
暮

ら
す
山
口
に
あ
る
と
思
う
。
車
で
40
分
、

実
家
が
あ
り
、
両
親
、
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
同
じ
学
び
舎
で
過
ご
し
た
知
己

が
暮
ら
す
萩
は
、
ま
だ
幸
い
、
思
い
出

に
ひ
た
る
ど
こ
ろ
か
限
り
な
く
現
実
的

な
故
郷
な
の
だ
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会

長
・
福
武
総
一
郎
氏
が
「
地
域
の
最
高

の
代
物
は
地
域
で
消
費
す
る
。
少
し
劣

る
代
物
を
都
会
へ
出
荷
す
れ
ば
い
い
。

最
高
が
欲
し
け
れ
ば
地
域
に
足
を
運

べ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

　

萩
に
は
数
々
の
逸
品
が
あ
り
、
ま
た

埋
も
れ
て
い
る
。
地
元
の
人
が
最
高
の

も
の
を
味
わ
い
、
魅
力
を
発
信
す
る
。

「
お
望
み
な
ら
ど
う
ぞ
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
。
ネ
ッ
ト
全
盛
の
時

代
と
は
い
え
、
人
が
動
か
な
い
と
街
に

活
気
は
生
ま
れ
な
い
。

１９６０年（昭和 35 年）生まれ。
１９７９年 萩高卒（31 期）。
１９９４年 山口新聞社入社。
２００５年 東京支社次長。
２００７年より現職。

プロフィール

■山口新聞東京支社
〒 105-0021　東京都港区東新橋
1-3-9　楠本第６ビル
TEL：03・3571・7568
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今
年
１
月
24
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
東
京
・

渋
谷
）
で
行
わ
れ
た
「
平
成
21
年
度
Ｈ
Ｎ
Ｋ

全
国
俳
句
大
会
」
で
、
国
内
外
約
５
万
句
の

投
稿
句
の
中
か
ら
、
萩
市
椿
在
住
の
中
村
三

郎
さ
ん
（
81
歳
）
の
俳
句
が
全
国
ト
ッ
プ
の

大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
一
般
の

部
で
は
、
題
詠
「
人
」
を
設
け
、
自
由
題
と

合
わ
せ
て
、
４
万
８
６
６
１
句
が
投
句
さ

れ
ま
し
た
。
一
次
・
二
次
審
査
を
経
て
入
選

約
９
０
０
０
句
を
選
考
、
そ
の
中
か
ら
約

７
０
０
０
句
の
秀
句
を
選
ん
だ
後
、
大
串
章

氏
、
長
谷
川
櫂
氏
な
ど
現
在
の
俳
句
界
を
代

表
す
る
俳
人
20
人
が
審
査
し
、
審
査
員
各
３

句
ず
つ
を
特
選
句
と
し
て
選
び
、
そ
の
60
句

の
中
か
ら
最
終
選
考
で
大
賞
の
６
句
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

そ
の
６
句
の
中
の
１
句
が
中
村
さ
ん
の
作

品
「
村
を
出
ず　

子
に
従
わ
ず　

稲
を
刈

る
」。
三
見
で
農
業
を
営
む
中
村
さ
ん
の
同

級
生
か
ら
「
娘
か
ら
街
に
出
て
く
る
よ
う
に

誘
わ
れ
た
が
、
断
り
続
け
て
い
る
。
村
に
は

村
の
時
間
が
流
れ
て
お
り
、
こ
の
時
間
の
中

で
人
生
を
全
う
し
た
い
」
と
聞
き
、
そ
の
頑

固
さ
が
日
本
の
農
業
や
ふ
る
さ
と
を
守
っ
て

い
る
の
だ
と
共
感
し
、
同
級
生
の
心
情
を
俳

句
に
表
し
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
句
を
特
選
に
推
し
た
俳
人
の

黒
田
杏も

も
こ子

さ
ん
は
、「
年
齢
を
重
ね
て
お
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
作
者
の
強
固
な
意
思
表
示
に

打
た
れ
ま
す
」
と
の
選
評
。
ま
た
「
作
者
の

自
句
自
解
の
短
い
文
章
に
出
会
っ
た
瞬
間
、

私
は
涙
を
と
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
数
行
を
写
経
の
よ
う
に
句
帳
に
写
し
と

り
、
お
経
の
よ
う
に
く
り
返
し
読
み
上
げ
て

い
た
」（
文
藝
春
秋
22
年
３
月
号
）。

　

中
村
さ
ん
が
俳
句
を
始
め
た
の
は
50
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
。
不
動
産
業
を
営
む
知
人
、
片

山
冬と

う
こ
う
し

虹
子
（
悦
雄
）
さ
ん
に
誘
わ
れ
市
内
で

活
動
す
る
句
会
「
橙と

う
か花

吟
社
」
に
入
会
し
て

か
ら
は
更
に
句
作
意
欲
は
増
し
、
現
在
で
も

毎
日
５
、６
句
の
句
作
が
日
課
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
各
地
の
俳
句
大
会
に
も
進
ん
で

作
品
を
応
募
、
平
成
19
年
第
44
回
山
口
県
俳

句
大
会
で
は
最
優
秀
の
県
知
事
賞
を
受
賞
す

平
成
21
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会

　

今
年
３
月
20
日
、ト
ッ
パ
ン
ホ
ー
ル（
東
京

都
）で
行
わ
れ
た
日
本
作
曲
家
協
議
会（
Ｊ
Ｆ

Ｃ
）主
催
の
若
手
作
曲
家（
35
歳
以
下
）の
コ

ン
ク
ー
ル「
第
５
回
Ｊ
Ｆ
Ｃ
作
曲
賞
」本
選
会

で
、萩
市
松
本
出
身
の
作
曲
家
・
山
本
和か

ず
と
も智

さ
ん（
34
歳
）が
作
曲
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
16
作
品
の
中
か
ら
譜
面
審
査
を

通
過
し
た
４
人
の
気
鋭
若
手
作
曲
家
に
よ
る

室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
が
演
奏
さ
れ
、
山

本
さ
ん
の
作
品
「
半
径
50
ｍ
」
が
受
賞
作
に

決
定
。
こ
の
賞
は
、
若
手
作
曲
家
に
と
っ
て

は
登
竜
門
的
な
存
在
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

山
本
さ
ん
は
「
日
ご
ろ
作
曲
活
動
を
す
る

大
学
の
部
屋
で
聞
こ
え
て
く
る
自
然
の
音
、

人
が
作
り
出
す
音
な
ど
、
半
径
50
ｍ
と
い
う

可
聴
域
を
楽
譜
に
表
し
た
作
品
で
す
。

　

賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
嬉
し

い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
今
回
の
譜
面

は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
喜
び
が
強

か
っ
た
で
す
。
昨
年
武
満
徹
作
曲
賞
で
２
位

を
い
た
だ
い
た
と
き
の
反
省
点
を
ど
う
解
消

で
き
る
か
、
一
つ
の
成
果
が
出
た
作
品
な
の

で
、
実
際
に
音
と
な
っ
て
表
れ
た
と
き
に
は

喜
び
が
あ
り
ま
し
た
」
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら

し
い
コ
メ
ン
ト
。

若
手
作
曲
家
の
登
竜
門

（
萩
市
出
身
）

る
な
ど
、
表
現
力
は
増
し
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
対
し
「
俳
句
を
作
る
も
の

と
し
て
は
最
終
目
標
の
よ
う
な
賞
。
行
間
か

ら
余
情
が
に
じ
み
出
る
俳
句
を
目
指
し
て
い

ま
す
」
と
、
更
な
る
表
現
の
高
み
へ
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

昭
和
3
年
萩
市
吉
田
町
生
ま
れ
。
20
年
旧

制
萩
中
学
校
卒
業
、
旧
制
山
口
高
校
卒
業
。

　

萩
市
江
向
に
双
葉
不
動
産
を
創
業
。
現
在
、

双
葉
不
動
産
（
有
）
代
表
取
締
役
。

　

句
会
「
橙
花
吟
社
」
主
宰
、
号
は
静せ

い
ざ
ん山

【
最
近
の
受
賞
作
】

鮟あ
ん
こ
う鱇

の　

口
よ
り
吐
か
す　

競
り
の
札

（
平
成
19
年
山
口
県
俳
句
大
会
県
知
事
賞
）

繭
の
ご
と
く　

み
ど
り
ご
包
み　

初
詣

　
（
平
成
20
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
特
選
）

這
い
上
が
り　

土
手
に
ご
ろ
寝
の　

蓮は
す
ね
ほ
り

根
堀

　
（
平
成
21
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
特
選
）

（
萩
市
椿
在
住
・
81
歳
）

村
に
は
自
分
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
。
山

に
も
川
に
も
自
分
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
。

出
来
る
こ
と
な
ら
死
ぬ
ま
で
こ
の
時
間
の

中
で
生
き
て
い
た
い
と
思
う（
自
句
自
解
）
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変
更
、
現
在
で
は
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
M
に
よ
る
金
型
設
計
製
作
・
半
導
体

治
工
具
か
ら
食
品
・
医
療
器
ま
で
多
分

野
に
わ
た
る
精
密
機
械
加
工
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

１
０
０
分
の
１
ミ
リ
以
下
と
い
う
精

密
機
械
加
工
を
追
及
す
る
の
と
同
時

に
進
行
し
弊
社
の
大
き
な
転
機
と
な
っ

た
の
が
搾
油
機
の
製
造
・
販
売
で
し
た
。

約
８
年
前
、搾
油
名
人
と
言
わ
れ
た
故
・

石
野
十
郎
氏
か
ら
小
型
搾
油
機
の
開
発

を
依
頼
さ
れ
た
の
を
機
に
搾
油
機
製
造

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ゴ
マ
・
菜
種
・
ヒ
マ
ワ
リ
・
椿
な
ど

　

昭
和
48
年
に
、
父
・
正
次
が
サ
ン
精

機
の
前
身
で
あ
る
楠
牟
禮
精
機
を
設
立

し
ま
す
。
当
初
は
工
作
機
械
部
品
製
作

工
場
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
が
萩
市
と

い
う
立
地
条
件
で
は
大
型
機
械
工
業
に

は
限
界
が
あ
り
電
機
メ
ー
カ
ー
の
精
密

治
具
、
金
型
設
計
製
作
な
ど
に
も
着
手

し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
・
経

験
を
よ
り
精
錬
さ
れ
た
分
野
に
活
か
す

た
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
る
精

密
機
械
加
工
へ
と
業
態
を
変
え
て
い
き

ま
す
。

　

最
先
端
技
術
を
保
持
す
る
事
を
目
標

と
し
平
成
４
年
に
社
名
を
サ
ン
精
機
に

と
い
っ
た
様
々
な
種
子
か
ら
油
を
搾

る
機
械
で
、
こ
れ
ま
で
弊
社
が
培
っ
た

機
械
加
工
技
術
が
盛
り
込
ま
れ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
容
易
、
扱
い
や
す
い
と
好
評

を
得
、
ニ
ッ
チ
な
産
業
で
は
あ
り
ま
す

が
小
･
中
型
搾
油
機
で
は
国
内
唯
一
の

メ
ー
カ
ー
と
し
て
今
ま
で
に
７
１
０
台

販
売
い
た
し
ま
し
た
。

　

弊
社
も
一
昨
年
よ
り
続
く
１
０
０
年

に
一
度
の
経
済
危
機
と
い
わ
れ
る
不

況
の
煽
り
を
受
け
ま
し
た
が
搾
油
機
製

造
・
販
売
だ
け
は
安
定
し
た
成
長
を
続

け
今
で
は
弊
社
事
業
の
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

弊
社
も
数
年
前
か
ら
販
路
開
拓
の
た

め
関
東
を
中
心
に
展
示
会
へ
出
展
し
て

い
ま
す
が
今
年
２
月
に
東
京
で
開
催
さ

れ
た
「
お
い
で
ま
せ
！
や
ま
ぐ
ち
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
２
０
１
０
」
で
は

初
め
て
搾
油
機
を
メ
イ
ン
に
出
展
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
運
営
を
さ
れ
た
萩
市
出
身
の
㈱

コ
ス
モ
ピ
ア
・
田
子
み
ど
り
社
長
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
関
東
で
活
躍
さ
れ

る
萩
市
出
身
の
方
た
ち
を
ご
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
客
観
的
に
萩
市
を

見
つ
め
直
す
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
し
、

こ
の
出
会
い
が
私
に
と
っ
て
、
大
き
な

刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
長
と
な
り
、
会
社
・
社
員
を
守
る

た
め
、
町
工
場
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

な
形
態
で
事
業
展
開
し
て
い
く
か
を
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
固
定
観
念

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
進
め
て

い
る
の
は
、
椿
油
の
製
造
・
販
売
で
す
。

　

萩
市
の
花
で
も
あ
る
「
椿
」、
そ
の

種
子
と
弊
社
搾
油
機
を
利
用
し
無
添
加

の
椿
油
「
萩
椿
オ
イ
ル
」 

と
い
う
新
た

な
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。
食
用
と
し

て
も
使
用
で
き
る
こ
の
商
品
を
基
点
に

萩
市
内
の
各
企
業
が
参
加
し
た
「
Ｈ
Ａ

Ｇ
Ｉ 

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
ブ
ラ
ン
ド

と
い
う
も
の
も
考
え
て
い
ま
す
。
全
国

各
地
で
弊
社
搾
油
機
を
利
用
し
町
お
こ

し
・
村
お
こ
し
が
成
功
し
て
い
る
よ
う

に
、
萩
市
内
で
食
品
・
化
粧
品
等
、
椿

を
使
っ
た
商
材
が
増
え
れ
ば
新
た
な
観

光
商
材
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に

な
り
ま
す
し
、
原
材
料
確
保
の
た
め
、

椿
の
植
樹
が
必
要
に
な
り
荒
廃
し
た
農

地
の
再
利
用
、
新
た
な
雇
用
も
生
ま
れ

ま
す
。

　

無
限
の
用
途
・
可
能
性
を
秘
め
た
椿

は
萩
市
の
新
た
な
文
化
（
ブ
ラ
ン
ド
）

と
な
り
地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
弊
社
も

微
力
な
が
ら
萩
市
に
貢
献
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ⑱ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

大
型
か
ら

精
密
機
械
加
工
業
へ

県内の企業が首都圏の業者にプレゼンテーションと商談を行う
「おいでませ！やまぐちビジネスマッチング２０１０」に、椿、ひまわ
り、ゴマ、ナタネ、茶の実など様々な種子から油を抽出する搾

さ く ゆ き

油機
を出展し、注目を集めている株式会社サン精機を訪問し、楠

く す む れ

牟禮 
勲
つとむ

代表取締役（33 歳、萩工業高平成７年卒）に話を聞きました。

株式会社 サン精機

自
社
製
品
「
搾
油
機
」 

の
力

展
示
会
で
の
出
会
い

地
域
活
性
化
に
も
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本社：萩市東浜崎町11番地10
TEL：0838・22・7677
資本金：1,000万円
従業員数：30人
事業内容：精密治具・金型設計製
作・機械加工／搾油機

㈱ サン精機

日
本
で
も
有
数
の
椿
群
生
林
を
有
し
、
市
の
花
と
し
て
も

ツ
バ
キ
が
登
録
さ
れ
て
い
る
山
口
県
萩
市
。

椿
の
本
当
の
チ
カ
ラ
（
真
実
）
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に

そ
こ
か
ら
萩
椿
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

搾
油
機
の
メ
ー
カ
ー
が
搾
っ
た
国
産
椿
オ
イ
ル
で
す
。

※
「
椿
の
真
実
」
を
１
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

岩
崎
酒
造
の
「
長
陽
福
娘
」
が
、

山
口
県
の
平
成
21
酒
造
年
度
新
酒
鑑

評
会
、
純
米
酒
の
部
で
最
優
等
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

岩
崎
酒
造
（
東
田
町
）
は
明
治
34

年
創
業
で
、
水
は
井
戸
か
ら
湧
き
出

る
阿
武
川
の
伏
流
水
を
使
っ
て
い
ま

す
。「
昨
年
秋
の
台
風
到
来
で
原
料

米
の
品
質
が
心
配
さ
れ
た
が
、
例
年

に
も
増
し
て
香
味
の
整
っ
た
お
酒
に

仕
上
が
っ
た
」
と
、
五
代
目
の
岩
崎

喜
一
郎
さ
ん
（
45
歳
）。

　

萩
か
ら
は
、
他
の
酒
造
会
社
も
優

等
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、“
酒
処
・
萩
”

を
今
も
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

優
等
賞
は
次
の
と
お
り
。

　

６
月
に
開
催
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）南
ア
フ
リ
カ
大
会
。

　

こ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
認
の
日
本

酒
全
17
種
類
の
中
の
一
つ
に
、
萩
市
田

万
川
地
域
の
小
さ
な
蔵
元
で
造
ら
れ
て

い
る
「
東
洋
美
人
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

東
京
の
麻
布
や
表
参
道
に
も
出
店
し

て
い
る
「
は
せ
が
わ
酒
店
」
が
、
国

際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
と
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
し
、
全
国
の
蔵
元
に
呼

び
か
け
た
も
の
で
、
Ｗ
杯
を
通
じ
て
低

迷
す
る
日
本
酒
の
国
内
消
費
を
喚
起
し
、

「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
＝S

m
art

＆T
asty

、
日

本
酒
＝
お
し
ゃ
れ
で
お
い
し
い
」
と
全

世
界
の
新
規
顧
客
の
開
拓
が
狙
い
。

　

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
ボ
ー
ル
を
蹴

る
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
、
エ
ー
ス
ス
ト
ラ

イ
カ
ー
の
番
号
“
10
”
が
目
印
で
、
躍

動
感
が
感
じ
ら
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ト

ル
。

　

山
口
県
産
の
酒
造
好
適
米「
山
田
錦
」

と
、
蔵
の
裏
山
か
ら
湧
き
出
る
岩
清
水

が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
た
純
米
酒
。
口

に
含
む
と
フ
ル
ー
ツ
系
（
い
ち
ご
）
の

香
り
が
広
が
り
、
透
明
感
の
あ
る
新
鮮

な
水
の
よ
う
に
す
ー
っ
と
喉
を
通
り
抜

け
て
い
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
公
認
の
お
酒
は
世
界
で
も

初
め
て
の
こ
と
で
、
澄
川
酒
造
場
の
澄

川
宜た

か
ふ
み史

社
長
（
36
歳
）
は
「
お
話
を

い
た
だ
い
た
と
き
は
、
嬉
し
い
と
い
う

よ
り
責
任
を
感
じ
た
。
全
世
界
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
絶
好
の
機
会
。
こ
れ
ま
で
日
本
酒

を
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
国
の
人
が
手
に

と
れ
ば
、“
ゼ
ロ
か
ら
一
杯
へ
”
つ
な

が
る
」
と
熱
い
思
い
。

　

な
お
、「
東
洋
美
人
」
と
は
初
代
社

長
が
亡
き
妻
に
向
け
て
命
名
し
た
も
の

で
す
。

【
吟
醸
酒
】
▽
宝
船
（
中
村
酒
造
）

▽
長
陽
福
娘
（
岩
崎
酒
造
）
▽
長
門

峡（
岡
崎
酒
造
場
）▽
東
洋
美
人（
澄

川
酒
造
場
）

　

欧
米
や
ア
ジ
ア
の
約
20
か
国
の
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
公
認
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、

国
内
で
は
全
国
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
７
５
０
ml
入
り
が
１
５
０
０

円
、
３
７
５
ml
入
り
が
８
０
０
円
。

■
問
い
合
わ
せ

澄
川
酒
造
場
（
萩
市
大
字
中
小
川
６
１

１
番
地
、０
８
３
８
７
・
４
・
０
０
０
１
）

※
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
公
認
の
「
東
洋
美
人
」

（
７
５
０
ml
）
を
２
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ

“おいしい日本酒を世界へ”

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
公
認
の
日
本
酒

エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
の
10
番

欧
米
を
中
心
に
世
界
で
販
売

“
ゼ
ロ
か
ら
一
杯
へ
”

■
萩
椿
オ
イ
ル
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萩
焼
作
家
・
波
多
野
善
蔵
の
息
子
に

生
ま
れ
、
自
由
奔
放
に
育
っ
た
幼
少
時

代
、
近
所
の
指
月
山
に
登
る
な
ど
、
体

を
動
か
す
こ
と
と
共
に
自
然
を
感
じ
る

の
が
好
き
な
少
年
で
し
た
。
ま
た
、
美

術
・
図
工
が
好
き
で
、
モ
ノ
を
作
る
、

モ
ノ
を
触
る
こ
と
に
没
頭
し
、
人
と
話

さ
な
く
て
も
時
間
を
過
ご
せ
る
内
向
的

な
部
分
も
あ
り
、
子
ど
も
心
に
営
業
職

は
無
理
だ
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
高
校
に
入
り
当
時
は
理
系
を
選
ん

で
い
た
の
で
、
将
来
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

な
り
た
い
と
思
い
、
工
学
部
へ
進
学
す

る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
し
た
が
、
美
術

部
で
活
動
す
る
う
ち
に
、
美
術
へ
の
関

心
が
深
ま
り
、
そ
の
道
に
進
む
こ
と
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
摩
美
術
大
学
彫
刻
家
に
入
学
し
、

彫
刻
を
学
ぶ
う
ち
に
、
造
形
の
奥
深
さ

を
知
り
、
徐
々
に
焼
き
物
に
も
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
卒
業

後
、
京
都
市
立
陶
工
高
等
技
術
専
門
校

成
形
科
に
入
学
し
、
焼
き
物
を
本
格
的

に
学
び
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、
同
じ
く

京
都
の
工
業
試
験
場
で
学
ん
で
い
る
う

ち
に
、
広
い
作
業
場
、
土
地
の
あ
る
実

家
に
戻
れ
ば
色
々
な
作
家
活
動
が
で
き

る
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
萩
に

帰
り
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

京
都
市
立
工
業
試
験
場
の
課
程
を

修
了
し
た
平
成
10
年
、
そ
の
思
い
に
添

い
帰
郷
、
父
・
善
蔵
に
師
事
し
、
い
よ

い
よ
萩
焼
作
家
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

こ
の
選
択
に
つ
い
て
父
は
、
幼
少
の
と

き
よ
り
の
私
に
接
す
る
ス
タ
イ
ル
を
変

え
る
こ
と
な
く
、
押
す
こ
と
も
、
反
対

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
15
年
に
自
分
の
は
ん
こ
を
作
品

に
押
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
デ
ザ

イ
ン
、
色
を
自
ら
が
決
め
、
当
た
り
前

の
事
で
す
が
、
そ
の
作
品
が
良
く
と
も

悪
く
と
も
、
す
べ
て
自
ら
に
返
っ
て
き

ま
す
。
自
分
の
作
品
に
責
任
を
感
じ
る

に
つ
れ
、
徐
々
に
駄
目
な
と
こ
ろ
が
分

か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で

の
自
信
が
薄
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
生

活
を
し
て
い
く
た
め
に
、
作
っ
た
も
の

を
お
金
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
自
ら
の
生
活
だ
け
で
な
く
、
従

業
員
の
生
活
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
た
だ
作
陶
す
る
だ
け
で
な
く
、

日
本
各
地
で
個
展
を
開
い
た
り
と
、
あ

ま
り
得
意
で
な
い
対
外
的
な
こ
と
も
し

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
と
接
す
る
こ

と
に
よ
り
、
萩
焼
の
世
界
が
よ
り
面
白

く
感
じ
、
作
陶
活
動
が
改
め
て
好
き
に

な
り
、
好
き
だ
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
る

と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
不
景
気
の
波
が
萩
焼
業
界
に

も
厳
し
く
襲
い
か
か
り
、
経
営
も
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

尊
敬
す
る
先
輩
が
仰
っ
て
く
れ
た
「
好

景
気
の
と
き
は
萩
焼
を
売
る
の
に
忙
し

く
な
る
の
だ
か
ら
、
不
景
気
の
と
き
は
、

研
究
し
、作
品
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」

と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
食
べ
て
い
け
な

い
と
嘆
く
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
チ
ャ

ン
ス
だ
と
思
い
、
自
ら
を
磨
き
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

や
は
り
好
き
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事

で
す
。

【
波
多
野 

英ひ
で
お生
】

１
９
７
１
年
生
ま
れ
。
90
年
萩
高
等
学

校
卒
業
、
96
年
多
摩
美
術
大
学
彫
刻
科

卒
業
、
97
年
京
都
市
立
陶
工
高
等
技
術

専
門
校
成
形
科
修
了
、
98
年
京
都
市
立

工
業
試
験
場
修
了
、
同
年
父
、
波
多
野

善
蔵
に
師
事
す
る
。

01
年
〜
08
年
の
間
：
日
本
伝
統
工
芸
展

連
続
入
選
、
03
年
：
九
州
山
口
陶
磁
展

「
サ
ガ
テ
レ
ビ
賞
」
受
賞
、
04
年
〜
09

年
の
間
：
田
部
美
術
館
「
茶
の
湯
の
造

形
展
」
連
続
入
選
、
06
年
：
九
州
山
口

陶
磁
展
「
日
本
経
済
新
聞
社
賞
」
受
賞

□
波
多
野
指
月
窯

萩
市
堀
内
２
区
２
４
７

（
０
８
３
８
・
２
２
・
１
７
８
４
）

萩
焼
新
進
作
家

波
多
野 

指
月
窯

波
多
野
英
生
さ
ん

（
萩
市
堀
内
在
住
、萩
高
平
成
２
年
卒 

38
歳
）

萩緋色花入



萩

旭

長門市

美東町

川上

福栄

阿武町 須佐

益田市

むつみ

田万川

山口市

うり坊の郷 katamata

ゆとりパークたまがわ

ハピネスふくえ萩しーまーと

萩往還萩・さんさん三見

あさひ

阿武町
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■「
道
の
駅
」
と
は
？

　

気
軽
に
誰
で
も
立
ち
寄
れ
る
、
憩
い

と
語
ら
い
の
場
所
、
休
憩
の
た
め
の

パ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
、
地
域
の
文
化
や

歴
史
、
ま
た
名
所
や
特
産
物
な
ど
を
紹

介
す
る
情
報
発
信
な
ど
、
多
機
能
型
の

休
憩
施
設
で
す
。

■
萩
市
・
阿
武
町
に
は
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
８
つ
の
道
の
駅

　

一
つ
の
自
治
体
に
道
の
駅
が
複
数
あ

る
の
は
、
岐
阜
県
高
山
市
の
８
か
所
が

ト
ッ
プ
。
萩
・
阿
武
に
も
道
の
駅
は
８

か
所
あ
り
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す

（
萩
市
７
つ
、
阿
武
町
１
つ
）。

■「
全
国
道
の
駅
発
祥
」
阿
武
町

　
新
し
い
支
配
人
が
決
定
!!

　
「
鉄
道
に
駅
が
あ
る
よ
う
に
、
道
路

に
駅
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
？
」
と

い
う
声
を
き
っ
か
け
に
、
全
国
に
先
駆

け
て
平
成
５
年
に
第
１
号
登
録
証
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
気
あ
る
道
の
駅
に
再
生
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
そ
の
仕
掛
人
（
支
配
人
）

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
15
人
か
ら
応
募
が

あ
り
、
新

し
ん
た
に谷

宏ひ
ろ
し志

さ
ん
（
46
歳
）
に
決

ま
り
ま
し
た
。
下
関
の
彦
島
出
身
で
、

東
芝
に
勤
務
し
て
い
た
新
谷
さ
ん
は

「
阿
武
町
の
農
家
民
宿
の
活
動
に
共
感

で
き
る
。
町
の
方
や
道
の
駅
の
お
客
様

と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
、
人
と
地
球

に
や
さ
し
い
道
の
駅
を
目
指
し
た
い
」。

経
営
お
よ
び
施
設
改
善
を
図
り
発
展
性

の
あ
る
道
の
駅
を
目
指
し
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
。

　今や日本全国に 936 か所もある道の駅。
休憩所の域を超え、特産物や情報が揃う地域
の拠点となり、もはや旅の途中が目的地の一
つとなってきました。
　萩・阿武にも、道の駅が８つあり、その数
は全国トップクラス。４月の萩・さんさん三
見のオープンに続き、10 月には萩往還がリ
ニューアルオープンします。それでは萩なら
ではの特色ある道の駅をご紹介します。

全国道の駅発祥の駅！

　町の玄関口として新鮮な農林水産物
や特産品の直売を始め、公衆トイレ、
食堂、日本海温泉「テルメ阿湖」、温
水プール等があります。
☎ 08388・2・0355　住所／阿武
町大字奈古 2249  営 9:00 〜 17:00

阿武町

特産のトマト、イノシシ肉！

　地元・片俣特産のトマトを使ったト
マトケチャップや、夏季限定のトマト
ソフトクリームが人気。イノシシを飼
育し、シシ肉も販売しています。
☎ 08388・8・0114　住所／萩市
片俣 1244-7　営 9:00 〜 17:00

うり坊の郷 katamata

とれたて野菜が盛りだくさん！

　農業が盛んな地の利を生かして、毎
朝穫れたて野菜の直売市を併設。す
べてワンコイン 100 円の料金が魅力。
福栄米やふくふく味噌も買えます。
☎ 0838・52・0356　住所／萩市福
井下 4014-2  営 8:30〜18:00 ㉁月

ハピネスふくえ
萩往還を旅する人の休憩場所！

　山口と萩の中間に位置し、ちょっと
寄って休みたくなる場所。地元の農産
物加工品や、名物「佐々並豆腐」も買
えます。
☎ 0838・56・0278　住所／萩市
佐々並 2476-1  営 9:00 〜 18:00

あさひ

秋、リニューアルオープン！

　3 月 20 日、萩有料道路が無料にな
り、料金所の上屋には、「ようこそ萩」
と皆さんを迎える看板を設置。名称
を「萩往還」と変更して、10 月にリ
ニューアルオープンします。隣接の「松
陰記念館」では、松陰のことを学べます。

萩往還

日本海を臨む絶好のロケーション！

　萩・三隅道路の三見明石 PA に 4 月 3 日オープン。
ビワやブロッコリーなど四季折々の農産物や、獲れ
たての鮮魚などを販売。レストランもお勧め
☎ 0838・27・0041　住所／萩市三見 1028-2
営 9:00 〜 17:00　㉁火

萩・さんさん三見

六角堂がシンボル！

　特産品コーナーには、水産物加工品か
ら、生鮮野菜、地元産のお菓子などがあ
りいつも賑わう。田万川原産の柑橘「長
門ゆずきち」や平山台のリンゴやモモを
使ったソフトクリームもお勧め。西堂寺
六角堂をモチーフにした外観
☎08387・2・1150　住所／萩市下田
万2849-1 営8:30〜19:30 ㉁第３月

ゆとりパークたまがわ

萩の海・山の味覚が集まる旬市場！

すぐ横が漁港という立地で、新鮮な海
産物がところ狭しと並びます。観光客
だけでなく市民も通う萩の台所。今年
春には、ミニ水族館（1.2m の半円形
水槽）を設置。全国主要道の駅で売上
高９位（08 年、日経グローカル）
☎ 0838・24・4937　住所／萩市椿
東4160-61　営 9:30〜 18:00

萩しーまーと
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今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
市
と
阿
武

町
の
高
校
の
卒
業
生
は
４
５
０
人
で

し
た
。
う
ち
市
内
へ
残
っ
た
の
は
、
大

学
６
人
、
就
職
42
人
、
専
修
学
校
な
ど

６
人
の
合
計
54
人
で
、
卒
業
生
の
12
％
。

９
割
弱
の
若
者
が
、
市
外
・
県
外
へ
、

進
学
・
就
職
し
て
い
ま
す
。

市内54人/450人＝12％　　
（昨年は52人/536人＝9.7％）

学校名 卒業
者数

大学 就職 専修学校ほか
全体 内萩市 全体 内萩市 全体 内萩市

萩高校 180人 132人 1人 3人 0人 45人 3人
萩商工高校 176人 26人 3人 111人 22人 39人 2人
萩光塩学院高校 39人 18人 0人 3人 3人 18人 3人
奈古高校（須佐分校含む）
・徳佐高校高俣分校 55人 7人 2人 34人 15人 14人 0人

合 計 450人 183人 6人 151人 40人 116人 8人

■萩市・阿武町内高校卒業者の進路状況

　

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
高
校
３
年

生
の
進
路
先
は
、
地
元
に
近
い
中
国

地
方
が
全
体
の
約
半
数
の
94
人
で
し
た
。

続
い
て
、
九
州
・
沖
縄
の
46
人
、
近
畿

の
18
人
、
関
東
の
17
人
。

　

昨
年
同
様
、根
強
い
地
元
志
向
と
、昨

今
の
経
済
事
情
が
少
な
か
ら
ず
進
路
先

に
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地方 人数
北海道・東北 0人
北陸 0人
関東 17人
東海 2人
近畿 18人
中国 94人

（山口県内 62人）
四国 3人
九州・沖縄 46人

合 計 180人

■地方別の進路先 地
元
に
近
い
中
国
地
方
が
大
半

　

平
成
19
年
、
萩
商
業
高
等
学
校
と
萩

工
業
高
等
高
等
学
校
が
統
合
し
、
43

年
ぶ
り
に
萩
商
工
高
等
学
校
が
再
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
両
校
の
同

窓
会
「
た
ち
ば
な
会
」
と
「
か
ら
た
ち

会
」
も
昨
年
３
月
に
合
併
し
、
新
た
に

発
足
し
た「
萩
商
工
高
等
学
校
同
窓
会
」

　

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
商
工
高
校

３
年
生
は
、
１
７
６
人
全
員
が
進
学
や

就
職
な
ど
、
進
路
先
が
確
定
し
て
い
ま

す
。

　

進
路
先
は
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
中

国
地
方
の
１
０
９
人
で
内
山
口
県
内
に

76
人
。
次
い
で
、
近
畿
29
人
、
九
州
・

沖
縄
の
26
人
。　

地方 人数
北海道・東北 0人
北陸 0人
関東 8人
東海 2人
近畿 29人
中国 109人

（山口県内 76人）
四国 2人
九州・沖縄 26人

合 計 176人

■地方別の進路先

「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報を
お寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください
！

情報
　男性 26 人、女性 23 人の計 49 人が参加。40 年
以上継続し、５年に１回は全国の 400 人に案内。
平成 19 年 10 月には、卒業 50 周年の記念会を開催。
会長は、山本貞壽氏（山本胃腸科医院）。事務局は、
椿プチハウスの平田清子さん（0838・25・9252）。
　関西９期会として、11 月下旬に奈良１泊２日の
旅行が計画されています。

　

50
代
か
ら
80
代
ま
で
の
47
人
が
参
加

し
、
今
年
が
65
回
目
と
な
る
伝
統
あ
る

同
窓
会
。
萩
高
校
は
今
年
創
立
１
４
０

周
年
。
10
年
ぶ
り
と
な
る
会
員
名
簿
を

５
月
下
旬
発
刊
予
定
。
記
念
事
業
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
河
村
建
夫
・
前
官
房
長
官
は「
今
年
で

国
政
に
携
わ
っ
て
20
年
」と
あ
い
さ
つ
。山縣喜一同窓会長、河村議員を中心に校歌斉唱

萩高９期（昭和32年卒）同期会
４月17日

千春楽（萩市）

４月18日大阪指月会
大阪弥生開館（大阪市北区）

９
割
弱
が
市
外
・
県
外
へ

卒
業
生
全
員
が
進
学
、
就
職

　

全
国
各
支
部
の
同
窓
会
の
開
催
情
報

や
本
部
・
支
部
の
役
員
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時

か
ら
開
催
さ
れ
る
本
部
総
会
で
、
同
窓

会
の
名
称
を
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
決

定
、
発
表
す
る
予
定
で
す
。

○
萩
商
工
高
等
学
校
同
窓
会
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.hagi-ct.ysn21.jp/

dousoukai/index.htm
l

◆
萩
商
工
高
校
同
窓
会
名
簿
を
作
成
！

　

全
同
窓
生
は
２
万
１
７
０
０
人
、
現

在
確
認
ハ
ガ
キ
を
発
送
中
。
名
簿
の
発

刊
は
来
年
１
月
の
予
定
。

（
池
田
誠

次
会
長
）

が
今
年
３

月
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し

ま
し
た
。
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萩
博
物
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・６
４
４
７
）

６
月
20
日
㈰
ま
で

　

幕
府
打
倒
ま
で
の
道
の
り
を
、
萩
が

輩
出
し
た
吉
田
松
陰
、
久
坂
玄
瑞
、
高

杉
晋
作
、
木
戸
孝
允（
桂
小
五
郎
）と
つ

な
が
る
人
物
の
系
譜
で
解
き
明
か
し
、

萩
か
ら
生
ま
れ
た
討
幕
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
か
を
４

人
の
視
点
か
ら
展
示
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
日
本
の
姿
を
信
じ
て
戦
い
続
け
た

幕
末
の
若
者
た
ち
の
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

▲観光録　晋作が交流した他藩士の姓名
をメモした「観光録」。土佐の部分には
武市半平太や岡田以蔵の名も見える。

の
発
露
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
長
州
・
薩
摩
と
い
う
倒
幕
派

を
結
び
つ
け
た
坂
本
龍
馬
と
長
州
志
士

た
ち
と
の
関
わ
り
も
紹
介
し
ま
す
。

５
月
30
日（
日
）ま
で

　

百
五
銀
行
頭
取
な
ど
の
要
職
を
歴
任

し
て
財
界
で
活
躍
す
る
一
方
で
、
陶
芸

を
は
じ
め
書
画
、
写
真
、
建
築
、
俳

造
世
界
を
、
半
泥
子
が
母
体
を
創
設
し

た
石

せ
き
す
い水

博
物
館
の
全
面
的
な
協
力
の
も

と
に
紹
介
し
ま
す
。

６
月
12
日（
土
）〜
８
月
15
日（
日
）

　

棟
方
志
功
は
、
大
正
か
ら
昭
和
の
時

代
を
、
ひ
た
む
き
に
美
を
探
究
し
て
生

き
抜
き
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
作
品
を

残
し
ま
し
た
。「
祈
り
と
旅
」
を
テ
ー

マ
に
、
全
長
26
ｍ
に
及
ぶ
大
作
「
大
世

界
の
柵
」
を
は
じ
め
、
仏
教
を
テ
ー
マ

に
し
た
版
画
や
美
人
画
な
ど
の
代
表
作

に
加
え
、
日
本
各
地
を
行
脚
し
て
描
い

た
「
海
道
シ
リ
ー
ズ
」
や
ア
メ
リ
カ
旅

行
の
作
品
な
ど
も
紹
介
し
、
棟
方
志
功

の
全
貌
に
迫
り
ま
す
。

　

吉
田
松
陰
（
１
８
３
０
〜
59
）
が
安

政
の
大
獄
で
、
江
戸
伝
馬
町
の
獄
舎
で

処
刑
さ
れ
て
今
年
（
２
０
０
９
年
）
は

１
５
０
年
。
10
月
27
日
で
あ
っ
た
。
こ

の
日
を
中
心
に
萩
で
も
多
く
の
行
事
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
大
き
い
も
の

に
「
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
」
の
竣

工
が
あ
る
。
ま
さ
に
松
陰
に
関
す
る
至

宝
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
最
高
の

も
の
が
「
留
魂
録
」。
至
誠
館
に
は
「
留

魂
の
間
」
が
特
設
さ
れ
、「
留
魂
録
」

は
特
別
展
示
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
る
。

　
「
留
魂
録
」
は
松
陰
の
遺
書
で
あ
り
、

あ
の
有
名
な
句
「
身
は
た
と
ひ
武
蔵
の

野
辺
に
朽
ぬ
と
も
留
置
ま
し
大
和
魂
」

に
始
ま
る
半
紙
４
枚
折
り
の
19
面
に
松

陰
が
心
血
を
そ
そ
ぎ
、
処
刑
前
日
に
書

き
あ
げ
た
。
古
川
薫
氏
は
『
志
高
く
維

新
を
先
駆
し
た
炎
の
思
想
家
吉
田
松
陰

が
安
政
の
大
獄
に
連
座
し
、
牢
獄
で
執

筆
し
た
「
留
魂
録
」。
愛
弟
子
へ
切
々

と
訴
え
か
け
る
最
後
の
訓
戒
で
、
死
に

直
面
し
た
人
間
が
悟
り
得
た
死
生
観
を

書
き
記
し
た
格
調
高
い
遺
書
文
学
の
傑

作
』
と
評
し
て
い
る
。

　

現
在
「
留
魂
録
」
は
松
陰
神
社
で
復

刻
さ
れ
た
も
の
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

山
本 

貞さ
だ
ひ
さ壽  

（
萩
市
椿
東
）

吉田松陰筆「留魂録」の冒頭（至誠館所蔵）松陰神社宝物殿「至誠館」（年中無休、一般500円）

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

句
な
ど
の
各

方
面
に
斬
新

な
芸
術
的
才

能
を
発
揮
し

た
半
泥
子
。

ユ
ー
モ
ラ
ス

か
つ
壮
大
な

思
念
を
表
現

し
た
そ
の
創

る
が
、
そ
れ
に
付
け
ら
れ
た
解
説
の
最

後
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
こ

の
留
魂
録
は
、
福
島
の
陪
臣
で
殺
人

の
嫌
疑
で
投
獄
さ
れ
た
、
松
陰
と
同
囚

の
沼
崎
吉
五
郎
に
託
し
て
、
門
下
生
に

届
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
沼
崎
は
、

三
宅
島
に
遠
島
と
な
り
明
治
に
な
っ
て

釈
放
さ
れ
、
明
治
９
年
に
神
奈
川
県
令

野
村
靖
（
和
作
）
が
長
州
出
身
と
聞
い

て
手
渡
し
た
。
松
陰
に
託
さ
れ
て
17

年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
。
こ
の
間

大
切
に
持
ち
続
け
た
沼
崎
の
お
か
げ
で
、

今
日
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」

　

松
陰
は
２
度
伝
馬
町
に
投
獄
さ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
も
沼
崎
と
同
囚
で
あ
っ

て
２
度
目
の
と
き
に
は
沼
崎
は
牢
名
主

で
あ
っ
た
。
牢
内
で
松
陰
の
講
義
な
ど

を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

松
陰
は
沼
崎
の
こ
と
を
「
至
っ
て
篤
志

の
人
物
」
と
伝
え
て
い
た
。「
留
魂
録
」

は
周
到
に
２
部
書
か
れ
、
残
っ
て
い
る

の
は
沼
崎
に
託
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
そ

し
て
沼
崎
は
「
留
魂
録
」
を
渡
す
と
、

飄
と
し
て
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
山
口
県
医
師
会
報　

平
成
22
年
１
月

号
か
ら
）

上

半泥子自画像

萩 芸術・文芸の広場
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■
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
と
理り

さ沙
・

ペ
ア
ソ
ン　

父
と
娘
の
親
子
展

　

萩
焼
と
ガ
ラ
ス
玉
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

展
示
し
ま
す
。

５
月
17
日（
月
）〜
31
日（
月
）

青
森
県
三
戸
郡
階
上
町
大
字
赤
保
内
字

茨
島
下
21
︲
41　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
古こ

せ
ん泉

（
０
１
７
８
・
８
８
・
６
７
７
０
）

■
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

　

旧
田
万
川
町
小
川
出
身
で
関
東
在
住

者
の
同
郷
会
。

５
月
30
日（
日
）
正
午
〜
午
後
３
時

東
京
都
中
央
区
銀
座
６
︲
３
︲
９　

Ｓ
ｕ
ｎ
︲
ｍ
ｉ
高
松
６
階
瀬
戸

　
　
　
（
０
３
・
５
５
６
８
・
３
３
０
０
）

■
萩
光
塩
学
院
関
東
支
部
「
光
友
会
」

同
窓
会

　

萩
光
塩
学
院
関
東
地
区
の
同
窓
会
。

光
塩
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
絆
を
大
切
に
。

６
月
13
日（
日
）
正
午
〜
午
後
２
時

東
京
都
中
野
区
中
野
４
︲
１
︲
１　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
13
Ｆ
ス
カ
イ
ル
ー
ム

（
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
北
口
前
）

　
　
　
（
０
３
・
３
３
８
８
・
１
１
５
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館

　

岸
田
商
会
、
井
上
商
店
、
た
け
な
か
、

八
千
代
酒
造
な
ど
か
ら
出
品
。

◯
萩
の
美
味
し
い
も
の

５
月
10
日（
月
）〜
13
日（
木
）

◯
夏
み
か
ん
産
地
直
送
（
た
け
な
か
）

５
月
13
日（
木
）〜
16
日（
日
）

●
８
周
年
大
感
謝
フ
ェ
ア

６
月
３
日（
木
）〜
11
日（
金
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
フ
タ
の
あ
る
形
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

　

三
輪
和
彦
、
金
子
司
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。　

４
月
24
日（
土
）〜
５
月
30
日（
日
）

正
午
〜
午
後
２
時

岐
阜
県
多
治
見
市
本
町
５
︲
９
︲
１　

多
治
見
市
文
化
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヴ
ォ

イ
ス
（
０
５
７
２
・
２
３
・
９
９
０
１
）

■
「
西
端
蜂
苑
×
な
だ
万
日
本
橋
店
」

書
作
展

　

東
京
日
本
橋
料
亭
「
な
だ
万
」
の
店

内
を
西
端
蜂
苑
（
旧
姓
岡
本
順
子
、
大

阪
府
在
住
）
の
春
の
花
の
テ
ー
マ
の
書

作
品
で
飾
り
ま
す
。

４
月
30
日（
金
）〜
５
月
31
日（
月
）

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越
本
店
新
館
10
階

（
０
３
・
６
２
１
４
・
２
７
０
１
）

■「
食
卓
四
景
」 4 scenes for table

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
一
部
展
示
さ
れ

ま
す
。

５
月
29
日（
土
）〜
６
月
６
日（
日
）

東
京
都
港
区
元
麻
布
３
︲
12
︲
46

さ
る
山（
０
３
・
３
４
０
１
・
５
９
３
５
）

■
東
海
指
月
会

　

東
海
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

６
月
13
日（
日
）
正
午
〜
午
後
２
時

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区　

名
古
屋
マ

リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
17
Ｆ
桂

　
　
　
（
０
５
２
・
５
８
４
・
１
１
１
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
関
西
支
部
総
会

　

関
西
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

６
月
12
日（
土
）
正
午
〜
午
後
３
時

大
阪
市
北
区
芝
田
２
︲
４
︲
53　

大
阪
弥
生
会
館

　
　
　
（
０
６
・
６
３
７
３
・
１
８
４
１
）

■
関
西
山
峡（
や
ま
な
み
）会

　

旧
旭
村
・
川
上
村
の
同
郷
会
。

６
月
27
日（
日
）
午
前
11
時
〜

大
阪
市
都
島
区
網
島
町
９
︲
10　

太
閤

園
（
０
６
・
６
３
５
６
・
１
１
１
０
）

■
若
手
陶
芸
家
七
人
展

「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
〜
七
人
七
窯
」

　

岡
田
泰
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
５
日（
水
・
祝
）〜
11
日（
火
）

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
心
斎
橋
筋
１
︲

７
︲
１　

大
丸
心
斎
橋
店
南
館
８
階
美

術
画
廊（
０
６
・
６
２
７
１
・
１
２
３
１
）

■
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

三
輪

華
子
作
〈
愛
蓮
〉
収
蔵
式
典

５
月
８
日（
土
）午
前
10
時
30
時
〜
11
時

神
戸
市
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
２
丁
目　

ア
ー
ト
ス
ク
エ
ア
（
生
田
筋
と
セ
ン

タ
ー
街
の
交
差
点
）

（
０
７
８
・
３
３
１
・
３
０
９
１
）

■
兼
田
昌
尚
展

　

兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

６
月
30
日
（
水
）
〜
７
月
６
日
（
火
）

大
阪
市
中
央
区　

大
阪
タ
カ
シ
マ
ヤ

　
　
　
（
０
６
・
６
６
３
１
・
１
１
０
１
）

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
３
日（
土
）
午
後
５
時
〜

広
島
県
広
島
市
南
区　

ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
21
広
島

　
　
　
（
０
８
２
・
２
６
３
・
３
１
１
１
）

■
「
ま
め
」
田
村
覚
志
・
線
描
画
展

　

田
村
覚
志
に
よ
る
線
描
画
の
展
示
会

を
行
い
ま
す
。
ま
め
を
テ
ー
マ
に
、
筆

ペ
ン
で
描
か
れ
た
繊
細
な
絵
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

５
月
21
日（
金
）〜
５
月
31
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
森
村
ハ
19
︲

１　

三
松
堂
益
田
店

（
０
１
２
０
・
１
７
４
・
０
０
６
）

■
山
口
伝
統
工
芸
展
広
島
展

　

岡
田
裕
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
20
日（
火
）〜
26
日（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27　

そ
ご
う
広
島
店

　
　
　
（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
第
33
回
山
口
伝
統
工
芸
展

　

波
多
野
善
蔵
、
野
坂
康
起
、
岡
田
裕
・

泰
は
じ
め
全
13
人
の
萩
焼
作
家
の
作
品

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

中
国
地
区

関
東
地
区

東
海
地
区

東
北
地
区

「
萩
の
み
ど
り
と
萩
の
ひ
び
」

　

ひ
び
割
れ
加
工
の
萩
ガ
ラ
ス
等
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

【
東
京
】

５
月
12
日（
水
）〜
６
月
１
日（
火
）

三
越
・
東
京
日
本
橋
本
店
５
Ｆ 

Ｊ
ス
ピ

リ
ッ
ツ（
０
３
・
３
２
７
４
・
８
５
３
３
）

【
東
京
・
神
奈
川
】

５
月
26
日（
水
）〜
６
月
15
日（
火
）

高
島
屋
・
東
京
日
本
橋
店
、
横
浜
店
、

新
宿
店（
０
３
・
３
６
６
８
・
７
２
９
４
）

【
大
阪
】

６
月
２
日（
水
）〜
８
日（
火
）

阪
急
梅
田
店
12
Ｆ　

オ
ー
エ
ッ
ク
ス
展

示
会
（
０
６
・
６
７
４
６
・
８
２
５
１
）

■
「
ネ
オ 

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム　

山
の
手

西
洋
館
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
〜
萩
ガ
ラ

ス
展
〜
」

　

２
０
０
７
年
第
15
回
テ
ー
ブ
ル
ウ

エ
ア
大
賞
・
経
済
産
業
大
臣
賞
受
賞
の

谷や

ち

だ
内
田
順
子
さ
ん（
萩
市
出
身
）の
テ
ー

ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
で
す
。

６
月
12
日（
土
）〜
20
日（
日
）

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
元
町
１
︲
77
︲

４　

横
浜
・
山
の
手
外
人
墓
地
西
洋
館

「
エ
リ
ス
マ
ン
邸
」

（
０
４
５
・
２
１
１
・
１
１
０
１
）

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

５
月
21
日（
金
）〜
30
日（
日
）

山
口
市
亀
山
町
３
︲
１　

山
口
県
立
美

術
館
（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
〜
若
き
志
士
た
ち
〜
」凱
旋
公
演

山
口
県
関
係
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連
載
「
こ
の
郷く

に

を
ゆ
く
」
で
萩
市
が

取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

価
格　

１
１
０
０
円

発
行
日　

５
月
１
日

発
行　

ア
シ
ェ
ッ
ト
婦
人
画
報
社

◦
澄
川
酒
造 

Ｆ
I
Ｆ
Ａ
公
認
の
「
東

洋
美
人
」（
７
５
０
ml
）
を
２
名
様
。

◦
サ
ン
精
機
「
椿
の
真
実
」（
国
産
椿

使
用
）
を
１
名
様
。

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、近
況
等
を
明
記
の
う
え
、萩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
。

５
月
末
日
（
消
印
有
効
）。

プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　

萩
、
山
口
、
東
京
で
大
好
評
を
得
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
再
上
演
し
ま
す
。

６
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

料
金　

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
、

全
席
自
由
席
）

下
関
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
下
関
21
世
紀

協
会
（
０
８
３
・
２
２
３
・
２
０
０
１
）

■
岡
田
裕 

作
展

　

岡
田
裕
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

6
月
17
日（
木
）〜
23
日（
水
）

周
南
市
銀
座
２
︲
14　

近
鉄
松
下
百
貨

店
（
０
８
３
４
・
２
１
・
５
０
０
０
）

■
第
65
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会

特
別
講
演
「
私
の
陶
芸
ー
愛
と
維
新
」

12
代
三
輪
休
雪

７
月
15
日（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

下
関
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

（
０
８
３
・
２
３
１
・
６
４
０
１
）

■
大
屋
窯
＆
濱
中
孝
子

　

濱
中
孝
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
18
日（
日
）〜
25
日（
日
）

■
Ｎ
Ｈ
K
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

　

萩
出
身
の
俳
優
・
松
本
実
さ
ん
が
、

松
下
村
塾
四
天
王
の
一
人
吉
田
稔と

し
ま
ろ麿

役
と
し
て
出
演
し
ま
す
。

▼
放
送
日　

６
月
６
日（
日
）、
13
日

（
日
）
午
後
８
時
〜
８
時
45
分

■
「
萩
・
阿
武
の
中
世
風
土
記
」

河
村
公
昭

　

萩
開
府
以
前
の
萩
で
活
躍
し
た
豪
族

た
ち
の
衰
退
を
物
語
風
に
記
述
し
、
同

時
代
に
日
本
で
起
こ
っ
た
主
な
出
来
事

と
対
比
さ
せ
な
が
ら
萩
の
古
代
・
中
世

史
を
紹
介
す
る
。

価
格　

１
５
０
０
円

発
行　

㈲
マ
シ
ヤ
マ
印
刷

申
し
込
み　

０
８
３
８
・
２
２
・
４
６
８

２
（
河
村
）

■
「
伊
藤
博
文
直
話
」

　

幕
末
動
乱
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
伊
藤
が
、

自
ら
語
っ
た
唯
一
の
「
自
伝
」
本
。
若

き
日
の
武
勇
伝
を
得
意
げ
に
語
る
「
直

談
」
か
ら
は
、
本
人
の
肉
声
が
直
に
伝

わ
っ
て
く
る
。

価
格　

７
０
０
円

発
行　

新
人
物
文
庫

■
「
東
京　

幕
末
・
明
治
さ
ん
ぽ
帖
」

　

幕
末
・
明
治
の
偉
人
・
大
物
二
十
数

人
に
ま
つ
わ
る
歴
史
の
舞
台
を
歩
く
。

価
格　

８
８
０
円

発
行　

交
通
新
聞
社

■
「
婦
人
画
報
６
月
号
」

山
口
市
後
河
原
１
２
２　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
「
二
人
展
」

　

陶
芸
家
濱
中
史
朗
の
新
作
の
器
の
展

示
が
３
０
７
号
室
で
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
川
口
澄
子
の
最
近
の
挿
絵
仕
事
や

本
な
ど
の
展
示
が
５
０
７
号
室
で
あ
り

ま
す
。

５
月
13
日（
木
）〜
24
日（
月
）
午
後
１

時
〜
７
時
、
水
曜
休
み

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
︲
３
︲
27　

待
鳥
ビ
ル
３
０
７
・
５
０
７

（
０
９
２
・
７
３
３
・
１
１
３
５
）

■
藤
田
恒
頼 

油
彩
新
作
展 ―

漁
夫
の

ロ
マ
ン
を
舟
板
に
の
せ
て―

　

藤
田
恒
頼
の
油
彩
新
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

５
月
26
日（
水
）〜
６
月
１
日（
火
）
最

終
日
の
み
午
後
16
時
閉
場

北
九
州
市
小
倉
北
区
舟
場
町
１
番
１
号

小
倉
井
筒
屋 

新
館
７
階
美
術
画
廊

（
０
９
３
・
５
２
２
・
２
５
２
５
）

■Tam
ago/

陶
芸
・
渡
邉
陽
子　

作

品
展

　

渡
邉
陽
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

４
月
29
日（
木
・
祝
）〜
５
月
９
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
８
時

萩
市
東
田
町
西
区
１
４
４
番
地
（
た
ま

ち
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）
ｔ
ａ
ｚ
ｚ
．

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
０
２
０
）

※
展
示
会
期
間
中
は
無
休
営
業

■
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン

サ
ー
ト ―

愛
の
調
べ―

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
上
野
眞
樹
氏

と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
吉
野
妙
さ
ん
の
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

６
月
５
日（
土
）、
昼
の
部
午
後
３
時
〜
、

夜
の
部
午
後
７
時
30
分

料
金　

前
売
り
２
５
０
０
円
、
当
日
２

８
０
０
円

萩
市
土
原
弘
法
寺
６
０
８
︲
53　

萩
の
宿
・
と
も
え―

常
茂
恵―

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
１
５
０
）

■
大
屋
窯
Ｓ
Ａ
L
Ｅ

　

期
間
中
の
５
月
１
日
〜
３
日
は
、
出

張
喫
茶
カ
ピ
ン
珈
琲
が
や
っ
て
き
ま
す
。

５
月
１
日（
土
）〜
５
日（
水
・
祝
）
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

萩
市
椿
９
０
５　

大
屋
窯

（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
１
４
１
）

■
萩
往
還
ま
つ
り　
「
技
・
明
木
展
」

　

県
内
外
の
伝
統
工
芸
品
や
地
元
特
産

品
等
が
展
示
、
販
売
さ
れ
ま
す
。

５
月
３
日（
日
・
祝
）、
４
日（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

明
木
市
周
辺

問
い
合
わ
せ　

萩
往
還
工
芸
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
０
８
３
８
・
５
５
・
０
８
１

７
）
内
村

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

◦
穐あ

き
よ
し吉

敏
子
ピ
ア
ノ
独
奏
会

５
月
25
日
（
火
）
午
後
７
時
と
午
後
９

時
の
２
回
公
演

料
金　

７
０
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

田
中
章
さ
ん　
　
（
長
野
県
小
諸
市
）

重
石
稔
さ
ん（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）

内
田
奈
那
さ
ん　
（
東
京
都
渋
谷
区
）

大
場
洋
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

林
章
さ
ん　
　
　

 　

 　
（
萩
市
）

松
浦
照
三
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

吉
田
美
雪
さ
ん　
（
茨
城
県
守
谷
市
）

井
上
タ
キ
子
さ
ん（
奈
良
県
奈
良
市
）

小
林
時
子
さ
ん　
（
京
都
府
京
都
市
）

玉
井
博
文
さ
ん　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

（2月25日〜4月25日 10人）

九
州
地
区

萩
市
関
係

テ
レ
ビ
情
報

出
版
情
報

　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
銅
像
建
立
委

員
会（
会
長
＝
野
村
興
兒
萩
市
長
）で
は
、

高
杉
晋
作
の
銅
像
を
今
年
10
月
31
日
に
、

晋
作
誕
生
地
の
近
く
に
建
立
す
る
た
め
、

寄
付
金
を
募
集
し
ま
す
。
寄
付
者
の
名

前
は
銘
板
に
刻
み
顕
彰
し
ま
す
。

■
募
集
寄
付
金　

１
口
５
万
円

■
募
集
口
数　

１
０
０
口（
１
人
１
口
）

■
募
集
期
間　

５
月
６
日
か
ら
応
募
が

１
０
０
口
に
な
り
次
第
（
先
着
順
）

■
支
払
方
法　

市
役
所
の
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
推
進
課
備
え
付
け
の
郵
便
振
替

用
紙
で
振
り
込
み

■
申
し
込
み　

萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
推
進
課（

０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
５
６
）
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萩・阿武町

材料（５人分）
• 夏みかんの皮 ････ ５個分
• 砂糖 ････････････ 夏みかんの皮の重さと同量又は 8 割
• グラニュー糖 ････ 適量 ( 仕上げにまぶす程度 )

作り方
①ピーラーで表皮を薄く削る。
②削った皮を 4 つ割にして、1cm 幅位に切り分ける。
③切り分けた皮を、落しぶたをしてたっぷりのお湯で柔らか
　くなるまで 2 〜 3 回差し水をしながら茹でる。皮が手で
　切れるようになったら、水につけて冷ます。
④ 1 回水をかえて、一晩水にさらす。

　

　夏みかんが萩で栽培されるようになったのは、明治初期。身分
制度の崩壊で経済的に困窮した侍を救うため、屋敷で夏みかんを
栽培したことに始まり、藩の財政を支えた。一つの木に新旧の実
がなることから「代々（だいだい）」と呼ばれるようになった。
　夏みかんの皮も無駄にしない、萩人の知恵が詰まったお菓子で、
現在も多くの家庭で作られている。甘いものがなかった時代には、
楽しみなおやつだった。

郷土料理 知識！豆

だいだい菓子

前
日
の
作
業

①水切りをして分量を量る。皮の重さと同量か 8 割の砂糖
　を 3 回に分けて鍋に入れ、みかんの白い部分が透き通っ
　てくるまで弱火で煮詰める。
②煮詰めた夏みかんの皮をざるにとって蜜を落とす。
③うちわで扇いで冷ます。ある程度冷めたらグラニュー糖を
　まぶす。余分なグラニュー糖はざるを振って落とす。
④紙を敷き、その上にきれいに伸ばして並べ、扇風機で乾かす。
⑤乾いたら完成！

当
日
の
作
業

市内 22 か所の庭園等を一般開放
（畔

ほとり

亭0838・22・1755、俥宿天十平など）
（講評）光の扱いも上手く、思わず
引き込まれる

旧田中別邸・かんきつ公園（平安古）
夏みかんセンター（椿東）

最 優 秀 賞

■
「
人
形
出
会
い
旅
」　 

高
橋
ま
ゆ
み

　

人
形
作
家
・
高
橋
ま
ゆ
み
さ
ん
の
初

の
人
形
フ
ォ
ト
＆
エ
ッ
セ
ー
集
。
長
野

県
飯
山
市
に
待
望
の
人
形
館
オ
ー
プ
ン
。

萩
市
在
住
の
陽

み
な
み

信
孝
さ
ん
と
の
出
会

い
、
交
流
に
つ
い
て
収
録
。

価
格

１
５
７
５
円

発
行

信
濃
毎
日

新
聞
社

■
「
幕
末
時
代
劇
、『
主
役
』
た
ち
の

真
実
」
〜
ヒ
ー
ロ
ー
は
こ
う
や
っ
て
作

ら
れ
た
！　
　
　
　
　
　
　

一
坂
太
郎

　

だ
れ
が
坂
本
龍
馬
を
有
名
に
し
た
の

か
?!
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
が
大
活
躍
す
る
幕

末
時
代
劇
で
私
た
ち
は
胸
躍
ら
せ
な
が

ら
歴
史
を
学
ん
で
き
た
。し
か
し
彼
ら
を

英
雄
に
し
た
の
は
後
の
時
代
の
民
衆
だ
。

映
画・テ
レ
ビ
の
主
人
公
を
総
ざ
ら
え
！

価
格

８
８
０
円

発
行

講
談
社
＋

α
新
書

■
萩
も
の
が
た
り
シ
リ
ー
ズ 

25
・
26

「
読
み
が
き
文
学
散
歩

 

作
家
た
ち
の
萩
」
上
・
下
巻

（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

出
版
情
報
（
続
）


